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環境にやさしい自転車も 放
置
す
れ
ば
〝

公
害
〟

で
す

駅
前
通
り
に
お
か
れ
た
放
置
自
転
車
を

。邪
魔
だ
'
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自
転
車

は
便
利
で
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、
時
に
は
街
の
迷
感
に
も
な
り
、
特
に
駅
周
辺
で
は
大
き
な
社
会

問
蘊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
区
で
は
齏
転
車
を
利
用
す
る
人
が
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
る
こ
と
を

考
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
転
車
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
挙
に
解
決
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

解
決
の
第
一
歩
は
、
自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
と
め
る
、
駅
か
ら
近
い
場
合
は
で
き
る
だ
け
歩

く
な
ど
の
、
一
人
ひ
と
り
の
実
践
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

放
置
自
転
車
の
迷
惑
と
は
…

自
転
車
は
手
軽
な
う
え
、
排
気
ガ
ス

な
ど
を
出
峇
な
い
無
公
害
で
環
境
に
や

さ
し
い
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、「
一
台

ぐ
ら
い
」
と
放
置
す
る
と
、
街
の
美
観

を
撰
ね
る
ぱ
か
り
で
な
く
歩
く
人
の
邪

魔
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
と
も
な

り
家
f
y。
緊
急
時
に
は
消
防
車
や
救
急

車
の
通
行
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
点
宇
ブ

ロ
ッ
ク
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
、
車
イ

ス
の
方
が
歩
道
を
通
れ
な
ぐ
な
'
9と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
駅
周
辺
3
0
0
m
以
内
を
放
置

自
転
車
禁
止
区
域
に
指
定
し
て
撤
去
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
6
年
度
は
3
万
7

千
台
の
自
転
車
を
撤
去
し
ま
し
た
。

引
き
取
り
時
に
2
千
円
の
撤
去
料
を
徴

収
し
て
い
ま
す
が
、
放
置
自
転
車
撤
去

に
は
1
億
8
千
万
円
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
経
費
は
、
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し

の
協
力
で
倏
石
ず
に
す
む
お
金
で
す
。

放
置
自
転
車
を
な
く
し
、
住
み
よ
い
足

立
区
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
駐
車
場
は

登
録

制
で

す

区
で
は
、
有
料
・
無
料
合
わ
せ
て
3
3

ヵ
所
の
自
転
車
駐
車
場
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
有
料
駐
車
場
は
、
駅
か
ら
瞋
S

以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
庄
所
・
勤
務
地

の
あ
る
方
が
使
え
ま
す
。
通
勤
・
通
学

な
ど
で
毎
日
利
用
さ
れ
る
方
は
登
録
し

て
畦
車
場
曵
」利
用
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
盗
難

防
止
の
た
め
に

昨
年
か
ら
自
転
車
の
防
犯
登
録
が
義

蒭
化
さ
れ
ま
し
た
。
防
犯
登
録
す
る
と

と
も
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
れ
ば
。自

転
車
の
所
有
者
が
明
ら
か
に
な
n
盗
難

防
止
に
な
る
う
え
、
万
一
被
害
に
あ
っ

て
も
持
ち
主
へ
の
連
絡
が
で
き
毒
歹
。

鍵
を
二
重
に
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

寥
た
最
近
、
か
ご
の
中
身
を
狙
つ
ひ

っ
た
く
り
が
増
え
て
い
ま
す
。
か
ご
に

カ
バ
ー
を
つ
け
る
な
ど
被
害
に
あ
わ
な

い
ぷ
つ
に
、法
意
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

足立区の放置自転車のデータ(平成6 年度)

自 転車対策総費用
4 億943 万 円

放 置 自 転車 対 策
1 億8163万円

撤 去 台 数
3万7774台

引 き 取 り 台 数
2 万2637台

引 き 取 り 率 59. 9%

放置自転車に
警告札をつける

警告看板の前に放置された自転車

し
な
い
　さ
せ
な
い
無
謀
運
転

6
/
1
～
3
0日
は

「
東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間
」で
す

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
を
不
正
に
改

造
し
た
り
、
爆
音
を
ま
き
ち
ら
す
無
課

な
運
転
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
暴
走
行
為
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
住
民
の
生
活

環
篤
に
も
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
。こ
の
た
め
、
6
月
1
日
～
3
0日
ま

で
「
東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間
」

と
し
、
都
と
警
視
庁
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
が
協
力
を
し
て
そ
の
迴
放
に

つ
と
め
ま
す
。
強
化
期
間
中
は
、

1
、
暴
走
族
追
放
気
運
の
高
揚

2
、
若
者
の
交
通
安
全
マ
イ
ン
ド
の
向

上3
、
暴
走
族
お
よ
び
車
両
の
不
法
改
造

業
者
の
指
導
・
取
締
り
の
強
化

4
、
青
少
年
の
非
行
防
止
活
助
の
推
進

を
重
点
目
標
と
し
て
取
ひ
組
み
廖
T
。

み
な
さ
ん
も
、「
暴
走
行
為
の
追
放
は

ま
ず
家
庭
か
ら
、
そ
し
て
咎
ぷ
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

《
中
央
本
町
庁
舎
・
交
通
安
全
対
策

課
、
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警
察
署
》

自 転 車 放 置 禁 止 区 域

西新井駅周辺

西新井駅周辺自 転車放置禁止区域

西新井駅周辺の駐車場
区 営

民 営

自 転車移 送所( 撤去 先)

※ なお、撤去さ れた自 転車は2 ヵ月を 過ぎると処分さ れます。
ご注 意くださ い

葦
立
ち

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

風
査
る
5
月
。
う
れ
し
い
話
を

聞
き
ま
し
た
。
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
に
定
員
3
0名
の
と
こ
ろ
i
倍

以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
の

で
す
。
こ
の
講
座
は
、
在
住
外
国

人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
日
本
語
を

教
え
る
人
を
養
成
す
る
も
の
。
修

了
生
は
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
自

主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
は
日
本
略
を
教
え
る
だ
け
で

な
ぐ
、
出
産
の
時
に
付
き
添
っ
た

り
、
子
ど
も
の
学
校
の
話
を
聞
い

た
り
、
手
紙
を
屍
ん
で
あ
げ
た
り

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
日

常
生
活
全
般
に
わ
た
る
支
援
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

言
葉
だ
け
な
ら
、
日
本
語
学
校

の
恚
つ
な
所
で
学
ぶ
こ
と
は
で
き

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
き
め
細
か
な
支
援
や
生
活
文

化
・
習
慣
の
伝
達
は
、
地
域
に
お

け
る
区
民
の
皆
様
の
鴆
拳
な
活
動

に
冫
'
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
梧
を
教
え
、
教
え
ら
れ
る

と
い
う
間
柄
か
ら
、
互
い
の
国
の

事
情
や
異
文
化
を
理
解
し
合
う
と

こ
ろ
に
至
っ
た
と
い
う
修
了
生
の

皆
さ
ん
。
そ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
講
座
が
今
年
1
0期
目

を
迎
え
蔘
と
い
う
の
に
、
前
述
の

ぶ
p
な
大
盛
況
な
の
で
す
。
真
の

国
際
化
は
、
こ
の
よ
う
な
区
民
の

皆
様
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
る
も
の

だ
と
。
深
く
感
じ
入
っ
た
の
で
し

た
。

区
長

古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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食
生
活
講
演
会高

齢
期
の
食
事
介
護

生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
に
も
。
お

い
し
く
楽
し
く
食
事
を
し
た
い
も
の
で

す
。

日
時
I
6
月
1
2日
(
月
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
I
食
事

介
護
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
方
、
知
り

た
い
方

定
S
I
6
0人
(
先
巷
順
)

費

用
I
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
L
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

こ
こ
ろ
の
健
康
ひ
ろ
ば
講
演
会

「
分
裂
病
を
正
し
く
理
解
す
る
」

日
時
=
5
月
3
1日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
=
酒
井
和
夫
氏

(酒
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

定
員
―

5
0人

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

公
開
講
座
　
痴
呆
老
人
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

日
時
=
6
月
5
日
(
月
)
、午
後
2
時
～
4

時

対
象
I
痴
呆
の
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
の
方

講
師
=
杉
山
孝

褝
氏
(
川
崎
幸
病
院
副
院
長
)

費
用

=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

6
月
の
献
血

日
程
等
=
下
表

問
先
=
東
京
東
赤
十

平
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

6 月の 献血

※ いずれも午前10時～11時30分、
午後12時30分～3 時30分

利

用

者

募

集

生
活
相
談
教
室
(
デ
イ
ケ
ア
)

対
象
=
精
神
科
へ
通
院
中
で
、
人
と
接

す
る
の
が
苦
手
な
方
、
友
達
が
で
き
に

く
い
方
、
仕
事
に
行
き
た
い
が
自
信
が

持
て
な
い
方
、
寒
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
方
な
ど

申
・
問
先
L
東
和
保
健
相

旅
所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

フリーマーケット
を 開 催します

ご
み
糲
l
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た

め
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
閲
催
し
ま

す
。
な
お
、
出
き
者
募
集
は
終
了
し
ま

し
た
。

日
時
=
5
月
2
8日
(
日
)
、
午

前
1
1時
～
午
後
3
時
(雨
天
中
止
)

場

所
=
舎
人
い
き
い
き
公
園
(
舎
人
6
-
3
)

※
畦
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
6
年
度
回
収
実
績
報
告

乾
電
池
2
2トン
、紙
パ
ッ
ク
4
1トン

区
で
は
、
使
用
済
み
乾
電
池
と
紙
パ

ッ
ク
を
区
民
事
務
所
な
ど
の
公
共
施
設

で
回
収
し
て
い
ま
す
。
回
収
一
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
ご
み
の
減
少
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

乾
電
池
は
北
薇
道
の
専
門
処
理
工
場

で
分
解
し
、
資
源
の
再
利
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
紙
パ
ッ
ク
は
製
紙
工
場
で
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
紙
パ

ッ
ク
3
0枚
(
約
1
4
分
)で
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
4
～
5
個
作
る
こ
と
が
で

き
李
歹
。
平
成
6
年
度
の
回
収一
か
ら

は
、
約
2
0万
8
千
個
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
が
作
れ
る
こ
と
に
な
り
零
す
。
1

年
間
に
I
世
帯
圍
個
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
使
用
す
る
と
し
て
、
こ
れ

は
約
2
千
世
帯
分
の
年
間
使
用
一
に
蜊

当
し
ま
す
。

再
生
品
は
使
わ
れ
て
初
め
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
再
生
品
を
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
つ
ぎ
の
乾
電
池
・
紙
パ

ッ
ク
は
、
区
で
は
回
収
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、ヽ
崑
意
く
だ
さ
い
。

乾
一
池
=
ニ
カ
ド
ー
池
(
下
図
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
表
示
さ
れ
て
い
る

最
寄
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
)
/
ボ
タ
ン
型

一
池
(
販
充
店
で
回
収
し
て
い
ま

す
)

紕
パ
。
ク
ー
内
側
が
ア
ル

ミ
コ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
/
茶
色
の

も
の
/
洗
つ
て
な
い
も
の
/
5
0
0㎡

未
満
の
も
の

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

3
8
8
0
)
5
2
0
6

乾電池・紙パック回収量の推移

統
計
調
査
員
(
登
録
者
)募
集

国
や
都
か
ら
委
任
さ
れ
た
国
勢
調

査
等
の
統
計
調
査
事
務
従
事
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
満
2
0歳

以
上
の
方
/
実
際
に
調
査
に
従
事
で

き
る
方
/
租
税
の
賦
課
お
よ
び
徴
収

に
従
事
し
て
い
な
い
方
/
選
挙
関
係

者
で
な
い
方

申
・
問
先
=
区
民
課

統
計
係

〒
a
東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7

　
(
3
6
0
5
)
6
3
9
1

お忘れなく

建 築設備の
定 期報告 を

学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅

な
ど
多
数
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築

物
の
う
ち
、
区
長
が
指
定
す
る
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

建
築
設
備
(
換
気
設
備
、
排
煙
設
備
、

非
常
用
の
照
明
装
置
、
給
排
水
設
備
)

の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、
毎
年
定

期
的
に
検
査
資
格
者
の
検
査
を
呀
け
そ

の
結
果
を
区
に
報
告
す
る
ぷ
つ
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
建
築
設
備
の
適
正
な

維
持
管
理
を
は
か
り
、
安
全
、
衛
生
、

防
火
、
避
難
の
現
状
を
的
確
に
把
握
」

災
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
叺

の
で
歹
。
報
告
を
要
す
る
建
築
物
お
よ

ぴ
建
築
設
臠
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

提
出
先
人
財
百
本
建
築
設
備
・
昇
降

機
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
5港区
虎
ノ
門
I
I

1
3
-
5第一
天
徳
ピル
6
階

(
3
5
9
1
)
2
4
2
1
問
先
1千

住
禀
庁
舎
・
建
築
審
査
課
設
備
係

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

定期検査対象建 築物および対 象建築設備
足立区建築基準法施行細則により、定期報告を要する建築設備として指定されたものは、下表の(
い) 欄の用途、( ろ) 欄の規模に該当する建築物に設置された( は) 欄の建築設備です。

※ 「A」とは、当該用途に供する部分の床面積の合計を示し、「F≧4」とは、3階以上
の階に当該用途に供する部分の床面積の合計が100㎡を超えるものを示します。

お
わ
び
と
訂
正

「
あ
だ
ち
広
報
」5
月
1
0日
号
3

面
、
同
和
問
題
の
理
解
の
た

め
に
の
記
事
中
、
部
落
解
放
を

部
落
開
放
と
誤
っ
て
掲
載
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
お
わ
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。《
広
報
課
》

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
吹
奏
楽
団
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」5

月
2
8日
(
日
)
、
午
後
2

時
開
演
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
3
0
0円/

佐
藤

　
(
3
8
9
9
)
3
1
8
7

☆
第
1
4回
で
て
こ
い
サ
ー
ク
ル
バ
ザ
ー
6

月
4
日
(
日
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時
(
雨
天
決
行
)
/
竹
の
褫
障
害
福
祉
館
/

日
用
雑
貨
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/

中
島

　
(
3
8
8
4
)
2
2
7
6

☆
お
お
ぞ
ら
保
育
圃
バ
ザ
ー
6

月
4

貝
日
)
、
午
前
1
1時
～
午
後
2
時
(
雨

天
の
場
合
6
月
1
1日
)
/
鹿
浜
東
町
会

社
務
所
/
不
用
品
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
/
お
お
ぞ
ら
保
育
園

(
3
8
5
5
)
2
6
5
7

☆
足
立
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ア
カ

デ
ミ
カ
第
1
4回
定
期
演
奏
会
6

月
1
1

日
(
日
)
、
午
後
2
時
開
演
/
サ
ン
パ
ー

ル
荒
川
/
無
料
/
上
岡

(
3
8
8
6
)
3
2
9
4

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業
「
製
靴
技
能
講
座
霞

断
コ
ー
ス
」

日
時
=
7
月
3
・
4
・
5

・
1
0・
H
・
1
2日
、い
ず
れ
も
午
後
6

時
～
9
時
狛一
分

定
員
=
1
2人
S

用
=
無
料

申
込
1
6
月
1
2・
1
3日
、

午
前
9
時
～
午
後
7
時
、
直
接
窓
口
ま

た
は
電
話

申
・
問
先
=
足
立
高
等
融

業
技
術
専
門
校
台
東
分
校
(
台
東
区
橋

場
1
1
1
1
1

産
業
労
働
会
館
内
)

　
(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
短
期
講
習
「
第
2
種
電
気
工
事
士
(
実

技
)
」科

日
時
1
7

月
3

日
～
7

日
の
5

日
間

、
午
後
6

時
～
9

時
1
0分

対

象
1

第
2

種
電
気
工
事
士
を
受
験
し
よ

う
と
す
る
在
職
者

定
員
=
2
0
人
(

抽

選
)

費
用
=
5

千
瞋
円

申
込
1
6

月
6

日

、
午
後
6

時
ま
で
に
直
接
窓
口

申
・
問
先
=
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
�
講
演
会
「な
ぜ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
の
だ
ろ
う

」

日
時
I
6

月
1
3日
(

火
)
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

場
所
a

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

講
師
=

堀
田

力
氏
(

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
)

定
員
=

劭
人

申
叺一
=
直
接
最
寄
り
の

郵
便
局
窓
口

問
先
=

足
立
郵
便
局
貯

金
課

　
(
3
8
8
1
)
4
2
8
0
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講

演

会

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康

日
時
I
6

月
1
5日
・・・
午
前
9

時
3
0分
～
1
1

時
3
0分
6

月
2
7日
…
午
後
1

時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
1
中
央
本
町
保

飃
相
談
所

内
容
―
肝
臓
病
・
が
ん
・

糖
尿
病
・
痛
風
・
高
脂
血
症
な
ど
、
お

酒
の
影
響
す
る
詞
気
と
予
防
に
つ
い
て

の
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講
師
I

市
川
光
洋
氏
(
成
一
厚
生
病
院
医
師
)

定
員
1
3
0人

費
用
1
千
3
6
0円(
血
液

検
査
料
金
)

申
・
問
先
―
中
央
本
町
保

健
相
談
所

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

健 康カレ ンダ ー 6 月の予定

食
と
健
康
教
室

健
康
な
毎
日
を
お
く
る
た
め
に
、
お

近
く
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
栄
養

と
運
励
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
等
=
表
1

費
用
―
無
料

申
込
―
電
話

定
員
l
各
3
0人
(
先
着

順
)

表1　 食と健康 教室日 程

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

明
夕
発

気
で
心
豊
か
に
飃

』す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
歹
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
。
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
知
り
、

生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
衰
2

費
用
―
無
料

申
込

―
当
日
直
接
会
場
へ

表2　 住区健康フェ スティバル日程

い
き
い
き
講
座

中
高
年
期
を
楽
し
く
生
き
る

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
い
き
い
き
と
過

ご
す
た
め
に
、
地
域
の
仲
間
た
ち
と
一

緒
に
楽
し
く
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

日
程
等
=
衷
3

場
所
l
保
椒
住
区
セ

ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
の
方

定

員
=
4
0人
(
先
一
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―
電
飫一

申
・
問
先
―
足
立
保
健

所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表3　 いきいき 講座日程

※ いず れも 水曜日、午 後7 時30分～9 時

健康あ・ら・かると
変
わ
る
食
品
表
示

会
社
帰
り
の
F
さ
ん

は
、
夕
飯
の
献
立
を
考

え
な
が
ら
お
貿
い
物
。

今
日
は
一
日
忙
し
く
、

く
た
く
た
で
す
。

こ
ん
な
と
き
の
力
強

い
味
方
が
、
ち
ょ
つ
と

の
手
間
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
と
ん
だ
お
か
ず
に
な

る
加
工
食
品
、
と
り
わ

け
跼
理
ず
み
の
お
総
菜

で
歹
。
熱
湯
で
温
め
る
だ
け
の
レ
ト
ル

ト
食
品
、
レ
ン
ジ
で
チ
ン
!
の
冷
凍
食

品
、お
湯
を
注
ぐ
だ
け
の
お
み
そ
汁
や
、

最
近
で
は
、
煮
物
や
ご
ま
あ
え
、
き
ん

ぴ
ら
と
い
っ
た
お
総
菜
の
小
分
け
パ
ッ

ク
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、「
い
つ
ま
で

安
全
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
栄
養
も

と
れ
る
の
か
」と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

製
造
加
工
技
術
や
保
存
技
術
の
進
歩
に

よ
り
、
か
つ
て
は
「
ア
シ
が
早
い
」と
い

わ
れ
て
い
た
食
品
も
長
期
間
保
存
で
き

る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
。「
見
た
目
も
、に
お
い
も
何
と
も
な

い
け
ど
、
本
当
に
食
べ
ら
れ
る
の
か
」

と
疑
問
に
思
う
y
」と
が
多
く
な
る
の
も

当
然
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
加
工
食
品
の
安
全
性

を
知
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
製
造
年

月
日
が
表
示
さ
れ
て
さ
ま
し
た
。こ
れ

で
は
日
噂
ち
夛
る
期
間
を
自
分
で
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
も
っ
た

い
な
い
」
と
思
い
つ
つ
捨
て
て
し
老
つ

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
が
ゴ
ミ
を
増
大
さ
せ
る
I
因
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
本
年
4
月
か
ら
法
改
正

に
よ
り
、
製
造
年
月
日
か
ら
品
質
保
持

期
限
(
ま
た
は
消
費
期
限
)
へ
と
表
示

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
正

し
い
保
存
方
法
な
ら
ば
、
こ
の
日
ま
で

安
全
に
お
い
し
く
、
栄
養
も
損
な
う
'
」

と
な
く
食
べ
ら
れ
ま
す
」
と
製
造
メ
ー

カ
ー
が
保
証
し
て
い
る
と
い
う
'
」と
で

す
。そ
の
た
め
に
「
正
し
い
保
存
方
法
」

も
合
わ
せ
て
表
示
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

こ
の
表
示
方
法
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
2

年
間
の
猶
予
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
し
ば
ら
く
は
旧
表
示
の
物
も
混
在

し
ま
す
。
忙
し
い
現
代
社
会
。
表
示
を

よ
く
見
て
、
手
間
と
食
材
の
ム
ダ
を
省

き
、
お
い
し
い
調
理
夸
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。

《
保
健
所
・
食
品
衛
生
監
視
員
》
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ご利用ください 高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス

朝
晩
の

食
S
づ
く
り
は
家
峡
で
で
き
る
が
、
暴
食
だ
け
が
心
配
。
そ

ん
な
日
中
の
食
事
の
支
度
が
困

難
な
万
な
ど
に
、
区
内
で
は
ポ
ラ
ン
テ
4
7

団
体
、
あ
い

あ
い
公
社
、
区
が
一
体
と
な

り
て

、
各
種
食
事
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
為
齢
書
の
方
々
の
様
々
な
生
活
様
式
に
あ
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
曇
提
供
し
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス

こ

れ
は
日
中
、
食
事
を
乍
る
の
が
困

雁
な
高
齢
者
鷽
対
象
に
自
宅
に
食
S

を

届
棯
夕
り
の
で

す
。
央
施
し
て
い
る
の

は
。あ
い
あ
い
公

社
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

。

あ
い
あ
い
公
社
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
形
腺
が
異
な
ひ
富
T

が
、
い
ず
り
i

麗

石

で

栄
養
面
に
も

気
査
啣
つ
て
い
零
r

。
自
鴫
で
手
作
り

の
鞦
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
(
あ
い
あ
い
公
社
)

在
宅
高
齢
者
の
缶
活
支
援
の
た
め
、

月
曜
ぼ
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

、
希
望
す

る
隔
日
に
'
m

を
耆

雰

じ

ま
す
。

栄
一
十
か

作
成
し
た
献
立
に

棊
つ
く
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
メ
ニ
ュ
ー
は
大

麦
好
評
で
す

。

対
象
I
区
内
在
住
の

お
お
む
ね
茆
鎭
単
ヱ
の
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
で
、日
中
食
事
づ
く
り
に
お
困

り
の
刀
配
溷
L
月
嘔
か
ら
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
I
午
後
l
時
卯
分
輿
用
―

L
食
に
つ
漑
凾
円
(
た
ぎ
髦
翼
制
の

た
め
、L
刀
月
鵬
円
の
僉
s
が
別
に
必

哭
で

す
)

問
先
L

あ
い

あ
い
公
社

魯
(
3
8
a
)
0
2
7
4

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
宅
配
弁
当

月
に
2
回
、心
の
こ
も
っ
た
食
S
を

お
疉
じ
ま
y
。厭
立
の
作
成
か
ら
調

理
、配
滾
ま
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

に
よ
っ
て
行
う
、手
作
り
が
自
慢
で
す
。

今
り
9
」ろ
、月
に
2
回
し
か
実
籌
し

て
い
ま
せ
ん
が
、・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
は
、弁
準
一
堰
し
て
利
用
者
と
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
李
y
。団
体

は
区
内
に
3
団
体
あ
ひ
ま
す
。
利
用
し

た
い
方

、
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
い
方
は
縁
台
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
(
表
1
)
へ
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い

。

対
象
一

一
人
事
6
し
の
高
齢
書

も
し

く
は
そ
れ
に
羣
f
4
9
万

費
用
I
L

食
聊
円

問
先
―
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン

タ
ー
(

表
1
)

会
食
サ
ー
ビ
ス

せ
っ
か
く
の
食
事
だ
か
ら
一
人
で
食

べ
る
よ
ひ
瓦
人
と
食
べ
た
い
。
家
の
中

に
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら

、
た
ま
に
は

気
分
を

濔
凡
て
外
で
食
事
を
し
た
い
・・・

そ
ん
な
万
に
会
食
形
式
の
食
事
は
い
か

が
で
し
ょ
X
f
J
近
所
の
溟
だ
ち
&

罍
い
あ
っ
た
り
、
新
し
い
仲
閠
づ
く

ひ

な
ど
桑
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ
で

す
。

表1　ボランティアセンター

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
会
食
サ
ー
ビ
ス

会
食
サ
ー
ビ
ス
か
仔
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
区
内

に
一
つ
。
「
パ
レ
ッ
ト
J
f
c毎
月

集
2
・
4
土
皿
日
に
竹
の

瞿
障

害
福
祉
館
で

行
っ
て
い
ま
す
。

調
翼
か
ら
配
膳
ま
で

ポ
ーフ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
が
自
慢
で

す

。
く
ゎ
し

ぐ
は
総
合
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
セ
ン
タ
よ

麌
1
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

。

表2　 高齢者在宅サービスセンター

仲間との食● は
楽しいも2)です

昼
食
が
き
ち
ん
と
届
く
…

気
持
ち
の
上
で
安
心
で
き
ま
す

「
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
」
利
用
者
　
日
野
光
子
さ
ん

r
毎
E
お
屎
が
届
く
y
』冫
ほ

と
て

も
安
心
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
昨

年
1
0月
か
ら
、
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
を

利
用
し
て
い
る
日
野
光
子
さ
ん
(
中

央
太
町
2

丁
目
在
住
)
。

日
野
さ
ん
は
、
入
院
を
き
っ
か
け

に
、
体
力
が
落
ち
、
蒙
事
夸
y
る
の

が
つ
ら

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

近
肝
に
住
む
佐
々
木
文
子

さ
ん
(

長
女
)
は
『
掃
除
や
洗
皿
は

午
前
中

で
も
午
後
で

匆
甼
の
宍
Iい
た
と
き
に

す
れ
ぱ
良
い
の
で
す
が
、
昼
食
は

、

そ
う
は
い
さ
ま
廿
刄

。
ま
た
、
ど
う

し
て

も
時
間
に
追
わ
れ
て
し
ま
い

、

毋
と

話
す
時
閥
も
取
れ
な
い
こ
冫
石

あ
り
ま
し
た
。
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ

を

利
用
す
る
ぶ
つ
に
な
っ
て
か
ら
は
、

時
間
に
余
裕
が
で
き
て
毋

も
私
も
気

持
ち
り
つ
え
で
と
て
も
桑
に
な
り
ま
J

あ
い
あ
い

ラ
ン
チ

は
介
護
す
る

方
、
介
霞
お
れ
る
万
双
方
に
安
心
を

謌
曹
¥

ヂ

。

「
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
」は
、
毋
と

子
の
龠
瓢
蛋
増
や
し
ま
し
た

人
と
人
の
触
れ
あ
い
を
大
切
に

会
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「パ
レ
ッ
ト
」

会
食
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
「
パ
レ
ッ
ト

」
。お
年
寄
り

が
外
に
出
る
き
っ
か
け

作
Q
に
な
っ

て

く
れ
れ
ぱ
と
発
足
し
た
団
体
で

す
。
『会
食
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ

ト
は
月
に
I
、2
回
で
も
外
で

食
事
夸
y
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

年
寄
ひ
ご
つ
し
仲
間
が
増
え
た

り
、世
界
が
広
が
る
こ
と
で
す
。

ま
4
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も

間
じ
ら
的
を
持
っ
た
仲
間
や
利

用
者
と
知
o
n
う
y
」と
に
よ
っ

て
、新
し
い
人
間
闘
係
が
輩
ま

れ
て
霤
豕
!
と
代
贋
者
の
五

十
嵐
さ
ん
。会
で
心
が
け
て
い

る
点
は
桑
し
い
雰
囲
気
作
り

・
・
・
。
「人
と
人
の
触
れ
合
い
も
大

切
な
お
か
ず
の
一
つ
で
す
」と

語
っ
ア
ア
`
れ
声
し
た
。

! 八 田+9' I の粐j m・

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

も
食
事

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

高
齢
者
在
宅
サ
1
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
(

表
2
)
で
は

、
主
に
デ
イ
ホ
ー
ム
、

機
能
馴
練
に
参
加
し
て
い
る
方
を
対

象
に
食
S
サ
ー
ビ
ス
夲
提
供

し
て
い
ま
す
。
食
事
は
週
2

呵

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
利
用

奢
は

「
毎
日
逮
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
な
の
で

楽
し
み
」
「
友
返

に
会
え
る
の
が
2
U

い
」

「
一
人
事
ら
し
な
の
で

。
手

づ
く
り
の

料
理
は
あ
Q

が
た

い
で
す
ね
を

嘔
愚
も
様
*
(
'

な
お
、
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
ら
分
で
通

所
で
き
る
)
人
礫
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
食
事
サ

ー
ビ
ス
の
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
1
千
住
本

庁
舍
・
高
齢
者
施
設
運
営
係

(
a
8
2
T
I
L
L

吻

裙 叮W- ; 皿' 心 陟'ダ・翊目yi j i =t 144 劭? 坐 ご

足
立
区
女
性
の
意
識
と
実
態
調
査

区
で
は
、
区
民
を
対
象
&
し
た
女
僅
の
慧
皿
と
実
態
調
査
を
昭
和
5
8
年

か
ら
5

年
ご
と
に
行
ラ
て
い
ま
す
。
今
年
は
第
1

回
目
の
調
豪
を
行
い
ま

し
た
。
一

竃
絽
果
は
、
区
敢
曇
す
す
め
て
行
く
う
え
で
の
基
礎
的
な
買
科

と
し
て
、
生
か
し
て
い
き
嶄
す
。

飼
棄
刀
法
―
無
作
為
抽
出
に
よ
り

属
1

窗

漿

也

濃
譌

の
女
性
2

千
人
か
ラ

ロ
ッ
ク
別
に

遍
ぴ
、郵
送
で
釧
寰
麦
を
満

擇
後
、

専
門
調
斎
貝
が
佃
別
回
収

調
査

時
期
―
平
病
6
年
扣
月
1
4日
1
3
1

日

回
収
率
l
旧
%

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て

夫
掃
別
姓
に
つ
い
て
の
考
え
を
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
『
夫
婦
A
J
4
E
じ
魄
を
名

の
る
ほ
う
か
よ
い
』
と
い
う
間
姓
派
が

韶
叫
と
過
半
歎
夛
、
い
牢
y
。
仙
万
、

「
別
姓
・
同
姓
?
蔘
り
で
甎
逓
ぺ
忌
啄

う
が
よ
い
」
と
い
4
逾

択
獗
が
、
4
4
%

い
ま
す
(
図
1
)
。

図1　結婚後の「姓」意識

図2　 女性の職業意識

女

性

と

職

業

女
性
が
職
業
黍
痔
つ
こ
と
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
「
子
ど
も
が
で
き
た

ら
や
め
る
が
、
子
ど
も
に
苹
か
か
か
ら

な
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
に
鳶
い
`
ほ

う
が
よ
い
」
が
5
1
鯀
を
占
め
}
に
瘢
も
多

く
、
つ
い
で
「
結
婚
し
て
子
と
も
が
で

き
て
も
、
職
業
を
持
ち
趣
け
た
ほ
う
が

よ
い
」
が
1
9
%
あ
り
、
合
わ
せ
て
'
」
刪

の
人
が
女
性
が
職
業
に
つ
い
た
方
が
よ

い
と

考
凡
て
い
ま

す
(
図
2
)
。

出
生
率
低
下
の
原
因

出
生
串
低
下
の
原
因
は
、
子
ど
も
を

「
経
済
的
理
由
で
?
{
な
い
}
が
一
番
多

く
4
9
%
、つ
い
で
「
女
性
の

結
婚
年
齢
が

高
ぐ
な
っ
た
」
が
3
9
%
、「
子
ど
も
畊
い

ら
な
い
と
い
う

夫
婦
が
I
え
て
き
た
」

が
3

弧
と
蒻
賣
汞

す
(
図
1
)

。

図3　 出生率低下の原因( 複数回答)

世論調査についてのお問い合わせ

は千住本庁舎・
広 聴 相 談 係

3882- 1111㈹へ

必
要
な
方
は
手
続
き
を

入
院
時
の
食
事
費
減
額
認
定

昨
年
1
0月
か
ら
入
院
中
の

食
事
費
を

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
y
」と
に
な

り
声

り
た
か
、
区
で
は
区
民
税
非
課
税

世
啻

簒
i

に
入
院
睥
の
食
事
R

を
賊

糲
し
搴
罵

非
課
税
世
帯
で
国
保
加
入

の
万
は
国
保
課
へ

、
7
0鎭
以

上
の
老
人

保
矚
法
該
当
の
万
は
高
齢
者
福
祉
課
へ

申
纃
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付
さ
れ
た
淞

額
昭
定
輒
と
被
保
険
者
柾
等
を
医
療
機

闃
の
窓
口
に
提
出
す
る
と
糲
糲
が
う
け
'
p

れ
ま
す
(
下
表
)
。
な
お
、
今
ま
で
の

認
定
証
の
有
効

期
限
は
5

月
3
1
日
で

す
。
組
纃
し
て
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方

は
再
度
交
付
申

請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

申
請
―
①
保
険
証
②
印
か
ん
③

す
で
に
砲
定
圧
の

交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
お
手
持
ち
の
醫
i

問
先
I

国
保
加
入
の
万
・・・
中
央
冰
町
斤
合
・
保

険
紿
付
係

さ
(
3
8
8
)
5
1
2
1
7
0

斌
以
上
の

方
・・一
千
住
本
庁
舍
・
高
齢

者
医
療
佩

霓
3
a
2
T
1
1
1

㈹

入院時食事費自己負担額( 1日当たり)

高
齢
者
向
き
の
仕
事
を
募
集

区
の
授
産
場
で
は
、
高
齢
者
に
邏
し

た
仕
I
(

箱
折

綬
詰
、
紙
折
な
ど
の

簡
単
な
手
加
工
作
業
)
を
継
続
的
に
発

注
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
問
先一
千
偬
函
椪
廊
柵

酋
(
3
8
8
1
)
a
4
8

青
井
授
産
場

魯
(
a
～
)
I
I

入
院
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
へ

紙
お
む
つ
の
費
用
助
成
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

ね
た

き
ひ
等
の

高
齢
者
、
ま
た
は
S

家
心
身
障
害
者
の

方
が
便
用

さ
れ
る
紙

お
む
つ

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
入
院
し

て
い
る

卿
隗
な
ど
の
事
憐
に
よ
り
、
支

紬
さ
れ
た
紙
お
む
つ
が
使
用
で
忝
な
い

場
合
に
は
、
費
用
の
一
部
を
'
S
S
'
W
O

こ
と
に
な
り
豕
し
た
。

対

象
I
高
齢
者
福
祉
手
当
、
奠
度
心
身

肆
魯
者
手
当
、
特
別
障
一

考
手
当
、
障

害
児
罹
祉
手
当
の
い
ず
れ
か
の
手
当
を

受
給
し
て
い
る
万

申
・
問
先
―
足
立

区

整

鞴

祉
協
車
侖

s
(
3
8
～
T
a

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
生
活
実
態
調
査

高
齢
者
の
啓
S
実
態
や
意
識
を
把
一

t
X
`
め
高
齢
者
生
活
央
態
綢
寰
素
″

い
ま
す
。
調
査
結
果
は
均
斌
保
健
福
祉

計
蓄
の
推
迎
と
今
褫
の
高
齢
者
福
祉
対

藥
の
碁

礎
資
科
ζ

な
り
ま
す
。
ご
串
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
は
一
次
調
査

と
二
次
飼
嚢
が
あ
ひ
ま
す
。

圈
一
次
調
査

6
5鑽
以
卜
万

方
の
中
か
ら
無
作
為
抽

出
し
た
3
千
聊
人
租
度
の
方
を
対
象
に

6
月
に
行
い
ま
す
。阿
東
票
は
郵
送
し
、

回
収
は
地
域
の
民
生
竇
興
が
自
宅
へ
訪

問
し
ま
す
。

一

二
次
調

竃

一
次
調
査
の
回
答
者
の
中
か
ら
、
ね

た
き
り
に
誠
当
す
る
方
な
″
靨
対
象
に

9
月
ご
ゑ
口
い
掌
ず
。
区
職
員
ま
た
は

民
夲
萎
s
が
訪
問
し
て
謁
重
奢
行
い
ま

す
。

問
先
L

高
齢
舷
侖
対

課
推
進

佩

奠
a
8
2
)
I

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
3
級

課
程
(第
1
回
)
を
行
い
ま
す

日
時
等
l
忿
衰

対
象
I

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
7
蠱

く
冫
i

竃
希
望
し

、
講

習
期
間
中

、
全
日
受

講
で
賣
る

区
民

定
員
L
4
4
人
(
抽
選
)

費
用
I
無
料

申
込
-
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号

、
住
所

、

氏
名

、
職
業

、
電
話
番
号

、
生
年
月
日

『ホ
ー
ム
ヘ
ル
パー
講
習
受
講
栖
望
』
と

明
記
期
限
-
6
月
2
日
必
着
申
先

I
キ
住
本
t
b
舍
・

高
齢
社
会
対
策
課
推

進
佩

〒
圃
千
住
1
1
4
-
1
8

間
先
-

縁
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

a
(
a
7
0
)
I
1

ホームヘルパー養成講習日程

● い ず れも 会 場 は 日 ノ川 自 劼 地内 縁 合7Kラ ン テ ィ ア セ ンタ( 施 設
実 ● 、 圃 皿 賈 ● を 除 く) で す。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
昭
和
2
3
年
に

政
令
に

基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
剛
度
で

す
。
翌
2
4
年
1

月
1
日
に
施
行
さ
れ
、

国
民
の

基
玄
的
人
槇
昴
擁
霞
し
。
見
守

る
、
い

わ
″
罠

闖
人
に
よ
'
9
入
植
の
一

人
の
観
関
が
瓢
缶
し

芦
レ
た
。い
じ
め
、

体
罰
、
翆
覲
校
児
な
g
y

と

も
を
め
ぐ

る
人
種
問
屬
が
大
参

弱

昌

閭
騒
と
な

っ
て
い

る
現
在
、
次
代
を
祖
う
子
ど
も

の
人
権
を
積
価
的
に

裲
糢
す
る
こ
と
が

必
薺
で

す
。
そ
こ
で

、
全
国
人
権
擁
護

委
輿
邏
龠
会
で

は
、『
子
ど
も
の
人
橋
を

守
る
7

『
い
じ
め
』
を
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い
I

」
を
啓

発
蓿
I
重
点
目
標
に
か
か
け
、
積
極
的

な
啓
甬
運
動
参
農

脾
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
裲
痩
妥
興
味
人
権
に
鬨

す
る
相
破
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
相
破
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
―
第

呉

一

日

、
午
餓
L
睥
I
4

睥

鳩
・

間
先
=
千
住
太
庁
合
・
区
民
相
談
室

酋
(
l
!
T
I
I
L

㈹
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国
保
・

年
金

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。病
院
等
に
か
か
る
塀
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
―
割
に
対

し
て
、表
1
り
と
お
り
安
く
な
n
&
チ

。

対
象
I
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
な
ど
(
国
民
年
金
は

除
く
)
を
受
給
し
て
い

る
7
0鎭
未
満
の
方
お
よ

び
そ
の
扶
養
家
族
で
、

年
金
加
入
期
間
が
2
0年

以
上
ま
た
は
4
0纔
以
降
1
0

年
以
上
あ
り
、
自
分

で
掛
金
を
納
め
て
い
た

方
(
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
該
当
者
は

除
く
)
※
(
医
)
医
東
証
を
お
持
ち
の
方

で
も
、こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合
は
、

切
ひ
善
え
の
手
続
き
が
必
要
で
す

申

込
1
年
金
証
一
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
S

、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
を
窓

口
に
持
参
。
年
金
圧
S
ま
た

は
年
金
裁
定
通
知
S
が
届
い

た
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
I

各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民

儺
康
保
険
課

聞
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表1
退職者医療制度一部負担金割合

※保険料は変わりません

届
き
ま
し
た
か
　新
し
い
保
険
証

一
般
証
…
水
色
　
退
職
者
証
…

濃
い
は
だ
色
(
サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
)

4
月
1
日
か
ら
2

年
間
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
を

、
3

月
2
4日
に
郵
送

し
ま
し
た
。
ま
だ
届
か
な
い
方
は

、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
保
険
証
の
内

容
(
住
所

、
氏
名
な
ど
)
に
誤
叺
が
あ
っ

た
場
合
は
、
・一・
民
儺
康
保
険
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
に
ご
邏
絡
く
だ
さ
い

。
ご

自
分
で
町
正
、
書
き
込
み
な
ど
す
る
と

保
険
証
は
無
効
に
な
n
ま
す
。
有
効
期

限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
国
民
健
康
保

険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く

だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
が
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
爽
現

す
る
た
め
に
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
加

入
対
象
者
は
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未
喬
の

第
F
号
被
保
険
者
で
す
。
掛
金
は
、
選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加
入

時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
口
座
か

ら
の
自
動
引
き
落
し
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
掛
金
は
金
額
社
会
保
険
料
控
除
と

な
り
、
支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的
年
金

等
の
控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
・

問
先
―
東
京
都
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

新社会人に
なった皆さんへ

お済みですか

国民年金の
種別変 更届

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
学
生
の

方
が
、
新
た
に
会
社
な
ど
に
勤
め
て
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
し
た一
合

は
、
国
民
年
金
の
種
別
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
中
央
本
町
庁
舎
・
I
民
年
金
課

ま
た
は
区
民
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎

・
適
用
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
や
様
々
な
E心

配
ご
と
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の

担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
-
6
月
7

日
(
水
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
3
0

分

場
所
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年

金
課
前

問
先
I
中
央
本
町
庁
舎
・
推

進
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

保

険

料

の

納
付
を
忘
れ
ず
に

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月

末
日
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
7

年
3
月
分
以
前
の
保
険
料
を
納
め
る

場
合
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
足
立
社
会
保

険
事
務
所

　
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

間
先
!
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

生
活

環

境

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案
を
縦

覧
し
て
い
ま
す
。こ
の
内
容
に
つ
い
て

関
係
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
区

長
に
対
し
て
意
見
S
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
区

決
定
)
の
変
更

区
域
主
(
月
二
丁
目
、

東
和
一
丁
目
各
地
内

期
限
I
6
月
5

日

縦
覧
場
所
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・

都
市
計
画
佩

用
途
地
域
・
地
区
等
の

都
素
案
の
公
聴
会
を
開
催

一
で
は
、
用
途
地
域
・
地
区
と
市
街

化
区
斌
お
よ
び
市
街
化
調
塵
区
域
の
都

市
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
公
聴
会
を

鬨
催
し
李
f
y。

申
叺一
I
当
日
直
接
僉

堤
へ
(
先
一
順
入
場
)

日
時
1
6
月
1
3

日
(
火
)
、
午
前
m
一時

場
所
―
一
田
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
(
塵
田
区
吾
妻
檎
1
-
2
3
-
2
0
)

※
自
励
車
で
の
来
場

は
ご
還
庫
く
だ
さ
い

問
先一
千
住
本

庁
舍
・
都
市
計
画
佩

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査
を
7
月
中

旬
ま
で
の
予
定
で
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
町
名
街
区
板
と
各
建
物
に
取
り

付
け
て
あ
る
住
居
番
号
表
示
板
(
住
所

を
資
す
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
の
古
く
な

っ
た
も
の
や
、
破
纃
し
た
も
の
の
取
り

善
え
作
業
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
区

が
委
託
し
た
業
者
(
区
役
所
の
腕
章
を

し
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま
'
。作
巣
中
は

ご
S
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、取
り

替
え
作
業
は
1
0月
上
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

対一
地
区
―
竹
の
筱
一
～
七

丁
目

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居

表
示
担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

休
園
し
ま
す
　
河
添
公
園
(
綾
瀬
二
丁
目
)

園
内
改
良
工
事
の
た
め
6
月
下
甸
か

ら
8
年
2
月
ご
ろ
ま
で
利
用
で
孝
ま
せ

ん
。
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

霓
3
8
8
0
)
5
2
6
1

永
住
資
格
を
持
つ
外
国
人
の
方
へ

切
り
替
え
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

必
ず
本
人
が
来
所
し
て
申
請
し
歹

ヽ

だ
さ
い
。
な
お
、
切
り
替
え
の
対
象
の

方
に
は
、
事
前
に
通
知
し
て
い
奪
歹
。

□
切
り
替
え
(
申
請
)
の
時
期

外
国
人

登
録
証
明
窓
の
「
次
回
砲
認
(
切
善
)
申

請
期
間
」
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
月
日

か
ら
3
0
日
以
内

□
切
り
替
え
(
申
請
)
に
必
要
な
も
の

外
国
人
登
録
証
明
S
写
真
2
枚
(
縦

4
.
5
×
横
3
.
5
c
m
で
顔
の
大
き
さ
が
‥
一
一
c
m

日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
の
規
格

の
も
の
で
可
)
/
旅
券
(
お
持
ち
の
方

の
み
)

※
登
録
内
容
に
変
更
の
あ
る

方
は
、
そ
の
こ
と
を
確
認
で
き
る
S
嬢

等
が
必
菁
で
す

□
署
名
と
家
族
事
項
登
録

申
請
の
際

に
は
、S
名
と
家
族
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
国
籍
を
登
録
し
ま
す
。

問
先
―

中
央
本
町
庁
合
・
外
国
人
登
録
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
6

ご 協 力 を お 願 い し ます

安全で快適な
道路環境を

つ くるために

区
で
は
、
道
路
の
一
層
の
安
全
性
・

快
適
性
の
向
上
に
つ
と
め
て
い
李
歹
。

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、
自
転

車
や
バ
イ
ク
の
放
置
、
迷
惑
駐
車
。
さ

ら
に
は
、
切
ひ
下
げ
を
し
て
い
な
い
舗

遭
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
街
路
樹
の
無
断
撒
去
、
土
砂
の
流

出
な
ど
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち
の
た

め
に
、
せ
っ
か
く
の
道
路
の
機
能
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
穿
歹
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す

日
よ
け
や
突
き
出
し
一
板
、
ま
た
建

築
時
等
の
と
き
の
足
場
・
仮
囲
い
の
設

置
に
は
、
遭
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必

要
で
す
。
一
定
の
基
準
に
合
っ
た
も
の

に
限
り
、
区
や一
粲
の
許
可
を
鷽
け
て

占
用
(
使
用
)
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す

駐
車

場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
際
の
L
型
溝
、

歩
道
の
切
ひ
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

撒
去
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
事
前
に
相

談
し
、
承
苳
簒
吁
て
く
だ
さ
い
。

□
屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必
要
で
す

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
よ
う
と
す
'
{と

き
に
は
杵
可
が
必
要
で
す
。ま
た
、広
告

物
を
道
路
上
(
上
空
を
含
む
)
に
掲
出
す

る
場
合
は
、遭
路
占
用
・
使
用
の
許
可
が

必
薺
と
な
ひ
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。
屋
外
広
告
物
は
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
掲
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
道
路
占
用
杵
可
申
請
s
、
自

費
工
事
篤
行
承
認
申
請
s
、
屋
外
広
告

物
許
可
申
請
s
用
紙
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
遭
路
管
理
課
占
用
係
で
配
付
し
て

い
穿
f
'。
問
先
I
中
央
本
町
庁
舎
・
遭

路
管
理
課

霓
3
8
8
0
)
5
2
3
1

ま
た
は
、
各
警
察
署
の
交
通
課
へ

千

住
響
察
署

　
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
響
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

燃
え
な
い
建
物
に
建
て
替
え
る
と

助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

区
で
は
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
貫
火
災
時
の
安

全
な
「
週
離
路
」
や
「
延
焼
遮
断
帯
」
を
整

備
す
る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

不
燃
化
促
嶌
区
域
内
で
事
業
実
施
期
間

中
、
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
不
燃
建
築

物
を
建
て
る
方
に
エ
事
費
の
一
部
を
助

成
し
、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
区
域
内
で
建
物
奎
煙
て

ぶ
7
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、瀚
築
工

事
着
手
前
に
、
助
成
申
請
が
必
要
と
な

ひ
ま
す
の
で
ヽ
に
}注
意
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

は
、
現
在
左
図
の
9
地
区
で
行
つ
て
い

ま
す
が
、
補
助
鬧
号
繚
地
区
で
は
8
年
3

月
3
1日
で
事
業
終
了
と
な
り
ま
す
。

事
業
終
了
日
に
建
勧
が一
元
成
し
て
い
る

建
築
物
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
不
燃
化

促
進
区
域
と
は
、
指
定
路
線
の
遭
路
の

両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
a以
内
の
区

域
、
お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
留

区
域
で
す

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
ま

ち
づ
く
ひ
課

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

不然化促進区域図
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福

祉

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
し
た
方
や
区
外
か
ら
転
入

し
た
方
な
ど
で
、
ま
だ
児
童
手
当
の
請

求
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
目
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
I
区
内

に
住
所
が
あ
り
、
3
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

※
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
対
象
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

手
当
月
観
―
―
鎭
未
満
の
児
童
が
…
―

人
目
・
冫
人
目
の
と
き
は
5
千
円
/
3

人
目
以
降
の
と
き
は
1
万
円

支
給
I

請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

申
込
―
保
霞
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
/
年
金

手
帳
/
億
康
保
険
証
/
印
か
ん
(
ゴ
ム

印
は
不
可
)
を
窓
口
に
持
参

申
・
問

先
一
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(区
制
度
)・

難
病
患
者
福
祉
手
当
の申

請
手
続
き
を

詼
2
、
表
3
に
骸
当
す
る
方
で
、
申

請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
よ

」住
本

庁
合
・
陣
害
福
祉
係

表2　 心身障害者福祉手当

表3　 難病患者 福祉手当

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

貮
の
偃
内
の
I
カ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
に
S
じ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
青
て
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。相
談
方
法
は
電
話
お

よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
圃
・
相

談
日
―
▽
興
野
保
育
園
(

西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)

・・・
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
1
6
)

・・・
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8

韭
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1

一
一…一
)

・
:
毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5

時

間
先
1

千
住
掌
庁
舎
・
児
童
助
虞
佩

児
童
育
成
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当

対
象
―
昭
和
5
2年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
/
父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が

死
亡
、
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
毋
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は

母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
蒙
さ
れ

て
い
る
/
母
が
婚
姻
に
よ
ら
石
'い
で
生

ま
れ
た
児
童
で
。
父
か
ら
認
知
さ
れ
て

い
な
い
/
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

が
あ
る
方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

程
度
)

手
当
観
1
月
額
1
万
3
千
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。状
況
に
よ

り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

・
問
先
一
千
住
本
庁
合
・
児
童
助
成
佩

児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
扶
養
手
当

対一
―
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
2

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(
障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
親
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
・
:

離
婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
、
1
年
以
上

の
遺
棄
ま
た
は
1
年
以
上
の
法
令
に
よ

る
拘
禁
等
で
父
親
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
で
父
親
か
ら
認

知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
父
親
不
在
/
父

親
が
a
度
の
陣
害
(
身
陣
手
帳
1
・
2

級
程
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合

―
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
る
と
き

(本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
/

児
童
が
父
親
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年

龠
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/
児
童
が
施
設

に
入
所
し
て
い
'
9と
き
/
昭
和
6
0年
8

月
1

日
以
降
に
支
給
要
件
に
骸
当
す
る

よ
う
に
な
っ
た
方
が
5

年
以
上
請
求
し

な
か
っ
た
と
き

手
当
月
額
=

全
額
支

給
対
象
者
・・・
4
万
1

千
沺
円
/

一
部
支

給
対
象
者
…
2
万
7

千
6
9
0円
/

児
童
が

複
数
の
と
き
の
X
人
目
・・・
5
千
円
、3

人
目
以
降
・
:
3
千
円
を
加
算

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

医
療
費
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負

相
芬
を
助
成
し
ま
す
。
蔽
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
―
区
内

に
住
所
が
あ
り
、一
保
や
社
会
保
険
等

の
医
療
保
険
の
加
入
者
で
、次
に
該
当

す
る
児
童
(
S
8歳
に
な
っ
た
年
の
年
度

末
ま
で
の
方
。2
0歳
未
満
で
中
程
度
以

上
の
陣
書
の
あ
る
児
童
を
含
む
)
と
、

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
こ
り
観

覃
庭
の
方

父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は

母
が
死
亡
、S
度
障
害
、
法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た

は
母
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
が
い
な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
生

ま
れ
た
児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な

い
)

※
心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
、

生
活
保
霞
受
給
者
、児
童
福
祉
施
設
入

所
者
、
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方
は
除

き
ま
す

申
請
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎

・
児
童
医
療
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

聴
覚
障
害
者
の
方
が
、病
気
や
事
故

な
ど
の
緊
急
の
場
合
に
、消
防
署
や
一

泰
謦
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
通
報
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。利
用
登
録
を
し
た
方
に

は
通
報
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
―
聴
覚
ま
た
は
言
語
陣
害
等
級
が
3

級
以
上
で
、
す
で
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

を
お
持
ち
の
方

申
・
問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
障
害
福
祉
課
計
画
調
整
係

F
A
X
(
3
8
7
0
T
7
5
5

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
方
へ

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
穿
歹
(
保
険
を

使
っ
て
受
診
し
た
時
の
自
己
負
担
分
を

助
虞
)
。助
虞
を
受
け
る
に
は
、申
誚
が

必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
I

印
か
ん
(
ゴ
ム
印
は
不
可
)
/
健
康
保

険
証
/
年
金
手
帳
(
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
)
/
前
住
所
地
発
行
の
児

童
手
当
用
の
所
得
証
明
(
平
成
6
年
1

月
2
日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
)

/
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

※
医
療
費

の
助
成
は
申
請
日
か
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。た
だ
し
、出
生
・
転
入
に
つ
い
て

は
、
1
ヵ
月
以
内
に
申
請
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す

申
・
間
先
1
千
住

本
庁
舎
・
児
童
医
療
佩

税

金

改
正
さ
れ
ま
し
た

特
別
区
民
税
・
都
民
税

7
年
度
の
個
人
住
民
税
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
税
率
適
用
区
分
の
改
正

個
人
で
納

め
て
い
た
だ
く
住
民
税
に
つ
い
て
、
所

得
創
税
率
の
適
用
区
分
が
表
4
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
基
礎
的
な
人
的
控
除
額
の
引
き
上
げ

基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
控
除
額
、
扶

養
控
除
額
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除
額

が
表
5
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

□
特
別
派
税
の
実
施

個
人
の
都
民
税
お
よ
び
特
別
区
民
税

に
つ
い
て

、
7
年
度
に
限
り

、所
得
割
額

の
5
%

に
相
当
す
る
金
額
(
2

万
円
が

限
度
)
を
特
別
減
税
額
と
し
て

、所
得
割

額
か
ら
控
除
し
ま
す
(
均
等
割
、利
子
割

お
よ
び
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
は

、

特
別
減
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
)
。

□
前
年
中
に
お
い
て
所
得
を
有
し
な
か

っ
た
方
に
係
る
非
課
税
措
置
の
廃
止

前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
に
対

す
る
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

、
こ
れ

に
伴
い

。非
課
税
の
判
定
は

、均
等
割
非

課
税
限
度
額
お
よ
び
所
得
割
非
課
税
限

度
糲
を
も
っ
て
算
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
先
―
中
央
京
町
庁
舎
・
課

税
課

　
(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

表4　 住民税 ・所 得割税率区分( 7 年 度分)

表5　 住 民税・人的控除 改正点( 7 年度分)

6
月
8
日
に
発
送
し
ま
す

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
納
税
通
知
書

個
人
で
直
接
特
別
区
民
税
・
都
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
、
7
年
度
の

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
第
1

期
分
の
納
期
限
は
6
月
3
0日
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
ぶ
R

ご
注
意
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
金
融

機
関
に
直
接
振
替
の
手
続
き
を
と
り
ま

す
。な

お
、
会
社
豪
足
年
等
で
退
職
さ

れ
た
方
は
、
直
接
個
人
で
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
7
年
度

の
課
税
証
明
S
は
6
月
8
日
か
ら
発
行

し
ま
す

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
課

税
課

　
(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

中
小
企
業
融
資

利
率
を
引
き
下
げ
ま
す

区
で
は
、
中
小
企
業
者
の
皆
様

に
、
運
転
資
金
や
設
爾
資
金
等
の

貸
付
あ
っ
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。
6

月
1
日
融
資
申
込
分
よ
り
、
貸

付
利
率
を
引
き
下
げ
、
年
利
3
.
5
%

と
し
ま
す
。

申
・
問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る

記
事
は
4
～
5
面
で
す
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募
集
し
ま
す

足
立
区
奨
学
生

平
成
8
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学

生
(
採
用
侯
補
者
)
を
募
集
し
穿
歹
。

対
象
1
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
楫
゛
し

て
い
る
方
/
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以

上
居
住
し
て
い
る
/

経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
で
同
種
の
学

資
金
を
別
に
借
ひ
等
吁
て
い
な
い
/

都
内
寥
た
は
通
学
可
能
な
近
県

に
所
在
す
る
大
学
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
(

修

業
年
限
2

年
以
上
の
専
門
課
程
お

よ
び
大
学
入
学
資
格
を
耨
ら
れ
る

修
業

年
限
3

年
以
上
の
高
等
課

程
)
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
(
在

学
中
も
可
)
/

学
業
成
績
が
良
好

で
心
身
と
も
に
健
全

募
集
予
定

人
員
・
貸
付
額
=

下
表

申
込
=

区
立
中
学
校
3

年
生
・・・
各
中
学
校
/

そ
れ
以
外
の
方
・・・
千
住
本
庁
舍

・
学
務
課
振
興
係

期
間
=
6
月
1
3日

～
3
0日

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
務

課
振
興
佩

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

募集予定人 員と貸付 額 ( 平成7 年度貸付額)

受

講
者

募
集

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル

□
公
開
講
座
「s
ら
し
と
法
律
I
食
の

国
際
化
、
今
な
に
が
問
題
か
」

日
時
1
6
月
2
7
B
(火
)
、
午
後
6
時
3
0

分
～
a
時
3
0分

場
所
I
エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア

講
師
=
神
山
美
智
子
氏
(
弁
護

士
)

定
s
=
3
0人
(
先
着
)

□
足
立
区
消
費
者
通
信
大
学

消
費
生
活
の
問
題
を
学
ぶ
通
信
制
の

講
座
で
す
。

内
容
l

く
ら
し
と
法
律

、

く
ら
し
と
経
済
、
く
ら
じ

と
哲
学
、
く

ら
レ

と
世
界

定
員
L
7
0
人
(
先
着
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
―
無
料

申
込
―
電
話

申
・
問

先
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
2
9回
足

立

区

展

期
間
―
▽
洋
画
・
彫
刻
少
年
の
部
・・・
6

月
1
0
日
～
1
4
日

▽
洋
画
・
彫
刻
一
般

の
部
・・・
6
月
1
7
日
～
2
1
日

▽
書
遒
少

年
の
部
・・・
6
月
2
4日
～
2
8
日

▽
書
遭

一
般
の
部
・・・
7
月
1

日
～
5

日

、
い
ず

れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
6
時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
(
入
場
無
料
)

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
文
化
振
興
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
は
、
毎

年
7
月
1
日
に
自
励
継
続
更
新
し
ま

す
。
た
だ
し
、
団
体
の
代
表
者
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
代
表
者
変
更
届

が
必
要
ぶ
ゐ
で
'
t
j連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、新
規
加
入
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
先
1
千
住
本
庁
合
・
生

髓
教
育
推
進
課
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情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人口( 7 年5 月1 日 現在)
世 帯 261, 017
人 口 638, 957 人

男　 324, 323 人
女 314, 634 人

いっしょに学ぼう 生活リーダー講座
日理専一下表 場所一エル・ソフ
ィアなど( くわしくは、受講者に

直接お知らせし ます) 対象= 区
内在住の方 内容一地域で活躍し
たい、身近な暮らしを良くし たい
と考えてい る方が集まり、一緒に
地域活励の方法を学びます 定員

- 40 人( 抽選) 費用 無料 申 込
一電話または直接窓口 期限- 6
月7 日 申・問先- あしたの足立
をつくる区民協議会事務局( 中央
本町庁舎 ・地域振輿課育成係内) 153880- 5173

生活リーダー講座日程

※ いず れも 木曜日、時間は午後1 時30 分～3 時30分

東部障害福祉総合センター

臨時職員募集
挧 降- 6 月21 日 ～8 月31 日/ 7 月z5

日 ～9 月24 日( 月 ～こ1 日 。 午

前M 黯go 分 ～゛r浤3 時30 分、1 日5

畤髑 》t t 匐1- 18 鎭 ～gl 鐓ま で
で 、 保 皿資 格 を お 持ち の方 、 ま た
は 書 腫撞 冊 で の 就 労の 経 験 が あ る

方 内 容 一 心 身 譁 客 者 の 社 会 復
儺 、生 活 指 導な ど の屬|躔 の お 手 伝

い 定 員- 2 人 条 件 一時 給790

円( 交通費 の 郎 支 給 、昼J 、。。。、支

給l 申 ● 冐 先- 。 。・= 。t l otχ 皿
合 セン タ ー

I資s2一 昭7D

しょうぶの花が見ごろです

施設見学会
日時- 6 月14、15、16、22日、午
前9 時30分 ～午後4 時( 予定) 見
学一生 物園、ギ ャラクシテ ィなど
区内の施設 対象=18S8 以上の区
民 定員 一若 干名 費 用一 無 料
(屋食の準備をお願いし ます)
申込= 往 復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、希望 日、「施設見学AM

望」と明配 ※ ハガキ1 通2
人まで。 重複は無効 期限- 6 月1
日必着 申・問先一千住本庁舎

・広報課 〒120 千住1 ―4 ―18

　3882- 1111 ㈹

ちびっ子あつまれ　足立子どもフェスティバル
子ど もたち がたく ましく 成長

し 。地斌 袢侖のおとなたちとの交
祗を深めていくことを願い「足立
子どもフ ェスティバル」を閲催し
ます。今年のテーマば あだち つ
子集 合「遊び ・学び」の夢の城、。み

んなで 誘い合 って 参加し まし ょ
う。 日時- 6 月11日( 日) 、午前9
時30分 場所- ギ ャラクシティ

間先一千住本庁舎・少年育臈佩
03882 ―1111㈹

予定プログラム
午 前9 時30分オ ープニング　 みんなで 歌おう・ 遊び宣言

※いずれも午前10時30分から午後4 時/ 車での来場はご遠慮ください
模擬店・バザー以外は無料です

青 年センタ ーの催 し
□ 青年 ボラ ンテ ィア・ワーク・キ
ャンプ 参加者募集
群馬県榛名町の老人ホームで、1
週間の宿泊ボランティア体験を

実施し ます。おとしよりや新し い
仲間との出会い、老人ホ ームで働
くたくさんの人たちとの出会いを
通し て、自分をみつめ社会を考え
ます。 日程- 8 月20日～26日
場所一群馬爪榛名町「新牛令」の
老人ホーム 対象一高校生以上の10
代・20代の青年 定員- 25 人

費用- 1 万円 期限- 7 月10 日
□ 青年ボランティア講座「アジア
の一員として」
初めての海外旅行で、若者たち

が体験し たフ ィリピ ンでの生活、
そしてそこでみつけた 日本の姿。
たくさんの人とのかかわりを通し
て、今私たちにとって阿が大切な

のかを 朏に 考えます。 日aS=6
月8 ・15日、 午鏡7 時 ～9 陦

壥J I ;一胄 年センター 講町= 二了一
石章氏c 晦洫YMcA 覩r幸事} 、I汨
中聡氏( 世界のl咎瞳を 考える会RI CE)

費用一無料
□ 子育 てセミナー「じんベさ んを
縫うゾ」
2 ・3 癩児用のかわい い亶甲を

作ります。 日約=6 月15・22・29
日・7 月6 日、午前1( l緲～正午
壜所= 蒭坏センター 刻矗一幼児
のいるお 母さ ん一賢用一無料 申
込- 5 月213日、午前9 時から電 話
※ お子さんの保育も行います( 定
員15人)

――いずれも――
申込一電話( 先着) 申・問先-
胄年センター 　3890- 0061

配付中「こどもD0 ・D0 ・D0 」

区では、昨年4 月に 「子ども自
身が主 体的に考え、行動する」こ
とのできる学習環境づくりを目指
し 、学校外活励の手引となる生涯

学習情報誌 「こどもDO ・DO ・DO
」を発行。区内の小学4 ～6

年生に配付し まし た。今年は。新4
年生 に配付し まし たが、阿17以

外の小学校に通学し ている4 ～6
年生の方で、本誌を希望する方に
は、最寄りの図書館で配付し てい
ます。 問先一千住本庁舎・生涯
軟育推進課計画佩
1*3882―1111㈹

図書館の臨時休館
図書特別鰹理のため次のとおり

休館し ます。ご不便をおかけし ま
すが、他の図書館をご痢』用くださ
い。
千住図書館・新田図書館・高浜

図書館… 6 月1 日 ～10日
宮城図書館… 6 月7 日～16日
伊興図書館 … 6 月9 日～18日
佐野図書館… 6 月12日～21日
常東図書館… 6 月14日～23日
江北図書館… 6 月18日～27日
中央図書館… 6 月24日～7 月5
日 問先一中央図書館
3840 ―4646

西部障害福祉
総合センター 短期講習会 〝レ ッツ・ダ ン ス 〟

障害をお持ちの方、ダンスを踊
つてみませんか? 車いすの方も、
杖をついている方も経験のない方
も、どなたでも大歓迎です。ボラ
ンティアとして 緒に参加してい

ただけ る方も同時に募集します。
日時- 6 月14日～8 月30日、午後

1 時～3 時( 毎週水麗日、全10回)
刈象一区内在住の陣客者 申込一
電話 期限- 6 月5 日 ※ 移励困
難な方は、拠点間の送迎バスカ禰』
用でき ます 申・間先= 西部陣害
福祉総 合センター1X3853 ―0632

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Y. F. K. 　240, 000


